
環境にイイこと、プラス。 低炭素社会の構築［環境にやさしいお買い物］

　特別なものではなく、日常生活に欠かせな
い商品を環境に配慮したものにすることで、
地球環境保全に貢献していることになります。
「eco!on」は、たくさんのお客様と一緒に低
炭素社会・持続可能社会を築いていくことを
目指しています。

「eco!on」の商品

このタグが
目印です！

●特別栽培の無洗米●マグボトル
リサイクルボックスで回収した
牛乳パックが原料の再生製品

何度も繰り返し使用でき
るのでゴミを出さない

お米を研がないため
河川を汚さない

●泡のハンドソープ
店舗から出た使用済み食
用油が原料の再生製品

●さとうきびうまれのプレート・ボウル
木材を使わないでさとうきびから作ったボウル

●洗濯洗剤
植物原料の使用は大気中のCO2（※）
の増加抑制に貢献
※1990年当社商品に比べCO2排出量を51％削減

●アローザ トイレットペーパー

●液体洗剤・柔軟剤
容器をサスティナブル素材のバイオマスプラスチック製にしてCO2を削減

あなたの商品には、お客様にお勧
めしたい環境面でのセールスポイン
トがあるか。

ライフスタイルをエコにする商品
　地球温暖化を防止し、持続可能な社会を構築するエコライフスタイルとは、毎日の生活を省エネ省資源にしていくことであり、節電や公共交
通機関をできるだけ使うことにしたいものです。
　そして、毎日のお買い物に「環境負荷が少ない」という視点で商品を選ぶ、ということもエコライフスタイルといえるでしょう。ユニーでは、
原料や製造過程、容器包装、使用時、使い終わったあとでの廃棄物が少なくリサイクルできることなど、環境負荷の少ない商品をお客様に提
供することが地球環境を守ることにつながると考え、そうした商品の品揃えを増やし商品も開発しています。

　ユニーはPB（プライベートブランド）・SB（ストアブラ
ンド）商品を開発するうえで、特に環境に配慮した商品
をサブブランド「eco!on」（エコオン）として、パッケー
ジやタグにこのロゴを付けて販売しています。
　「eco!on」の審査は、申請書と添付資料をもとに行い、
特に商品開発担当者の「環境配慮への思い、ストーリー」
についても審査対象にしています。その思いには、「現在
だけではなく未来の地球環境に対する責任」や「購入し
ていただくお客様へのメッセージ」「生産者のこだわり」
などが含まれています。さらに、生産現場や製造過程を
視察し、審査します。

消費者からの応援
　店舗で販売する商品の品揃えや商品開発は、
メーカーと小売事業者が行い、「買う側」である消
費者の意見や要望がなかなか反映されていません
でした。ユニーでも商品開発担当者が環境配慮へ
の思いを込めてメーカーと取り組み、製造した商品
を販売していましたが、期待どうりに販売数が伸び
ませんでした。そこで「買う側」である消費者と商
品開発担当が一緒に「環境配慮商品」を作り上げ、
他の消費者に伝える活動を行いました。
　今後はさらに、「どんな商品を開発してほしいか」
「開発商品の使い勝手はいかがか」「他の消費者に
伝えるにはどうしたらよいか」など、ユニーと一緒
に「eco!on」の開発を応援していただきます。

「eco!on」商品が販売されるまで
　商品部の商品開発担当者がオリジナル商品を開発し、環境配慮商品「eco!on」の認定を受けるため、商品やメーカーに関する情報や認証な
どの資料を添えて、第三者審査委員会に提出します。

■申請者および商品情報…申請者は商品名、販売期間、売価、販売数量など
■消費者へアピールしたいエコ・セールスポイント…商品のライフサイクル（製造・生産→流通・販売→消費・使用→廃棄）に応じた環境配慮への取り組み
■商品の最終製造工場の第三者認証の取得状況…
　・商品の最終製造工場の環境マネジメントシステム、第三者認証の取得状況
　・情報開示状況（環境レポート、ホームページなどでの環境への取り組み情報の開示状況）

再生資源を原料にしていた
り、廃棄時に環境汚染を防
止するなどの工夫があるか。

第三者審査委員会へ提出 評価・認定を受けた商品のみ「eco!on」（エコオン）として販売！

セールスポイント 商品機能

容器包装

提出資料の作成

製造事業者
「環境にやさしい」機能を持っ
ているか。（マイバッグ、雨
水利用タンクなど）

●商品の最終製造工程の企業は、第三者認証による環境マ
ネジメントシステム（ISO14001、エコステージ、エコア
クション21、KESなど）を取得、もしくは環境方針を掲
げ、その情報を公開しているか。

●商品のトレーサビリティは確保されているか。

●過剰包装ではないか。
●再生資源やバイオマスプラスチックなどを使用しているか。

ユ
ニ
ー
で
の
チ
ェ
ッ
ク

　今期は、eco!onの開発に当たり、以下のことを考慮して進めています。
1． eco!on商品が、ユニーにとって企業価値を上げるブランドであること：eco!on商品を通じて、「ユニーの環境の考え方」「環境への取り組み」を
 お客様に伝えていきます。
2． 売れるeco!on商品を作ること：環境に良かれと開発した商品も、売れ残ればゴミになっていきます。売れることを最重視していきます。
3． 環境を前面に出さないこと：「使った結果がエコ！」となるよう、環境の押し付けをせず、お客様に納得いただける商品の開発を進めます。
4． ユニーに利益を残せること：利益が出なければ、次の開発につなげていくことができません。販売で得た利益を、
 商品を通じてお客様に還元していきます。

環境配慮型商品について

　私が商品開発したスリッパがeco!on第三者委員会の審査を通り現在商品として販売しています。お客様から回収させていただいたペットボト
ルを、わずかではありますが使用させていただいています。 リサイクルのストーリーは、 ユニー中京地区にてお客様よりペットボトルを回収 →リサイ
クル工場でわたにする。 →紡績工場にて糸にして、パイル生地にする。 →中国の工場にてスリッパにする。 →ユニー各店にて販売しています。
　スリッパ1足に約10ｇのペットボトル再生ポリエステルを使用しています。ペットボトルが1本約20ｇとすると、1本で2足のスリッパができる計算
です。

中敷にペットボトルをリサイクルした繊維を一部使用したスリッパ 

第三者審査委員会
　「eco!on」の認定は社内審査で
はなく、専門家や有識者の方々に
よる第三者審査委員会で審議して
いただいています。審査基準を満
たした商品だけを「eco!on」とし
て販売しています。
　また、製造事業者の環境調査
は、フルハシ環境総合研究所その
他の外部機関に現場で審査しても
らい、第三者審査委員会で確認し
ています。

　生命の誕生以来、人は、生き永らえること、つまり「持続可能性」を究極の目標にしてきました。
　だから、私たちは今を生きることができます。しかし、「持続可能性」を忘れた時、絶えた多くの生物と同じ道を歩むことになりま
す。「持続可能性」のある暮らし方は、私たちの責務で、環境と共生した暮らし方です。日々 の暮らし方が明日につながり、そし
て、将来につながります。私たちは日々 の消費活動を通じて、子供達の明日に影響を与えています。「eco!on」が、環境と共
生できる日常生活を実感でき、「持続可能性」のある暮らし方につながるように応援したいと思います。また、「eco!on」商品が、
どんな持続可能性を持っているのか、消費者の皆さんに知って欲しいと思います。

「持続可能性」が生命維持のキーワード 名古屋大学 情報文化学部環境学研究科教授 佐野　充

　消費者として、毎日の生活に欠かせない買い物に、環境配慮型商品を選択することで「環境にイイこと」が実行できるこ
とは、大変うれしいことだと思います。環境配慮型商品を開発・販売する生産者・販売事業者にとっても、環境配慮型商
品が多くの消費者に選択されれば、企業として環境問題に貢献できるのみならず、自社の発展につながります。環境問題
を考える中で、消費者・生産者・販売事業者が密なコミュニケーションをとることによって環境に優しく、またすべての関係
者の満足を得られる商品を開発していくことで、継続的な環境への取り組みを可能にすると考えます。リサーチャーズクラブ
に代表される消費者の声に真摯に耳を傾け、生産者には徹底した情報公開・エビデンス等を求めるユニーの「eco!on」商
品に今後も期待します。また、さらに多くの消費者の方に認知・利用され、気軽に楽しく「環境にイイこと、プラス。」が実
行されるよう願っています。

コミュニケーションから生まれる環境配慮型商品 公益社団法人日本消費生活アドバイザー・コンサルタント協会 石﨑美英

　最近のエコ関連のニュースでよく目にする「スマート」という言葉がある。スマートフォンに始まり、スマートハウス、スマートシ
ティである。かつて日本で「スマート」はおしゃれ用語で、カッコイイ等の意味で使用されることが多いが、これは和製英語で
あり、本来の意味は「賢い」「利口」なのである。このことから、エコ用語としては「分け合う」「やさしさ」等といえよう。東北
大学の研究に「90歳リサーチからの発想」プロジェクトがある。90歳のリサーチから、次世代社会への提案である。「少々
お借り電力」もその一例である。ケイタイの廃バッテリーを集めた小さなバッテリーシステムにより、冷蔵庫や照明等、小さな
電力を集めて使うスマートな「アイデア」が素晴らしい。
　これからのエコは最先端ばかりに頼らず、作る人、使う人、売る人がともに、生活目線から見た「スマート」な取り組みが
必要になるだろう。

エコとスマート 株式会社コボ 代表取締役社長 山村真一

住関本部
商品企画開発部
菅野誠一

住関本部 商品企画開発部
墨　康秀

　eco!on商品の生産状況を確認する環境監査を実施させていただいてい
ます。環境監査では工場経営者の環境への想いや情報開示、マネジメン
トシステムの運用状況、法令遵守など、さまざまな状況を確認させていただ
きます。「主要材料の製品安全データーシートを入手してほしい」「廃棄物の
分別方法が悪い」「染色作業の色替え時のマニュアルと状況写真を提示し
てほしい」「従業員に環境活動の重要さと作業で生じる汚染の関係を教育し
てほしい」などeco!on商品として認定するためにさまざまな要求を出させてい

ただきます。事業者はそれを真摯に受け止め対応されます。
　また、環境監査では多くのことを教えられます。「資源を有効に
使うことがコスト削減につながり、環境活動そのものでもある」と
断言される工場長、よく整理整頓され礼儀正しい工員さんが働く、
創業120年の重みを感じる工場、伝統商品を製造しながらも環
境商品への想いを情熱的に語る若い経営者、こうした現場に接
した時「この生産事業者を応援したい」と切に思います。

生産事業者を応援

フルハシ環境総合研究所
環境経営プロデューサー

徳永重生

環境配慮商品

環境に配慮したオリジナル商品「eco!on」（エコオン）

お客様と一緒に育てていく環境配慮型商品です

ユニーが定める品質基準を満たしています

ユニーが定める環境に配慮した生産条件を満たしています

「eco!on」第三者審査委員会で審査を受け認定されています（毎年見直しを実施）
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eco!on開発の考え方

「eco!on」の考え方
　「eco!on」は、環境負荷の少ない安全安心な商品を提供することにより、お客
様の快適な生活を支援し、持続可能な社会構築をお客様と一緒に推進していくこ
とを目指しています。また、環境配慮商品を生産する生産者を支援します。

専門家、有識者による審査

消費者からの意見もいただき、参考にしています
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